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ギルディッド・エイジにおける階級統合のかたち
一労働騎士聞の結社の文化と中国人問題一

貴堂嘉之

序論一問題の所在ι

アメリカ最初の包括的な全国労働組合である労働騎士団(theKnights of Labor)と中国人労働者

の排斥問題の関係を考察することは、 19世紀後半の人種主義の確立と階級形成の分析にユニー

クなレンズを提供する。ギルディッド・エイジをソシアビリテの観点、すなわち「人と人との

結び合うかたち」から再検証した場合、個々の労働者が社会的幹をもとに作り上げた「共属

意識J["われわれ意識」において、人種、階級、エスニシティ、ジェンダーの各要素はいかな

る役割を担ったのか。本稿は、「職種、職能、人種、民族、性別」の相違を超えたあらゆる労

働者階級の「団結Jsolidariザを目指した労働騎土団の共属意識を、中国人排斥問題との接点か

ら照射し、この時代における労働者階級の連帯のダイナミクスを検証することを目的とする。

近年の比較労働史研究の成果によると、 1870年代までアメリカの労働運動は英仏と大差な

いものであった。しかし、労働騎士団の衰退を境に20世紀初頭までに独自路線を歩み始め、い

わゆる「アメリカ例外主義」の諸特徴が現れるとされる。1)アメリカの労働運動はイギリスと

同様に、工場ではなく熟練職人の仕事場から生まれたが、 1880年代までに作業過程の機械化

と半熟練工の需要の増大に伴い、不熟練工の存在を無視できなくなり、賃金労働者という共

通のアイデンティティのもとで組織再編の必要に迫られることになった。英仏ではこの要請

を受け、不熟練賃金労働者を広範に結集した労働者階級に立脚した社会主義運動の展開をみ

る。一方、アメリカでも 1869年に結成された騎士回は、全労働者の「団結」を強調し、生産・

消費協同組合の確立による労働者の解放を目標に掲げた。 1880年代のテレンス・パウダリー(Terence

V. Powderly)団長の時代に急成長し、 1886年までに全米各州に地方支部を設立し、当時の産業

労働者の8-12%にあたる約73万人の組合員を抱えるほどであった。2) だが騎士団は、その

後急速に衰退し始め90年代後半には事実上消滅する。これに代わるゴンパーズ(SamuelGompers) 

率いるアメリカ労働総同盟(AmericanFederation of Labor.以後AFL)は、社会主義を標携すること

なく不熟練工の組織化を避け、英仏とは対照的な路線を歩む。しかも、アジア系労働者や「新

移民」に対する人種差別主義的な綱領は、少なくとも理念の上では寛容で平等主義的であっ

た騎士団とは対照的であった。つまり、全労働者の階級連帯の試みは、アメリカの場合、騎

士団の失敗により終止符が打たれたとも言えるわけで、それ故に、 1880年代における騎士団

の労働者の団結のダイナミクスとその経験の意味を検証することが、決定的に重要な意味を

帯びてくるのである。そもそも、騎士団とはいかなる社会集団だったのか、どうして急成長

が可能だったのか。騎士団員の「われわれ意識」の内と外の境界線はどこにあったのか。そ
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れにはこの騎士団の集合意識をその生成原理から再検証する必要があるだろう。

また、この作業の過程で同時に問われるべきは、なぜ不熟練労働者を包含した団結が維持

されず、労働者階級の連帯が失敗したのかということである。ウィスコンシン学派の先行研

究では、パウダリーら執行部の非現実的な改革組合主義に騎士団崩壊の原因が求められてき

た。だが、この労働騎士団偉は今日では修正され、むしろ資本家階級の圧倒的な反抗にこそ

原因が求められる。めただ団結の在り方に焦点を絞るならば、騎士回のわれわれ意識の可変的

で重層的な性格や、そこに内在する排他主義の眼差しを分析することが緊要であろう。連帯

・団結の阻害要因となるネイティヴイズムの問題は、異質な移民労働者の労働市場への恒常的

な参入というアメリカでは無視できない根源的な課題であるにもかかわらず、従来労働組合

史の文脈では正当な扱いをされずにきた。むしろ「組織固め」の有力な手段として、排華運

動が評価される先行研究すら存在するのである。4) 本稿では、団結重視の騎士団の統合哲学

に排華ネイティヴイズムが与えたインパクトを重視し、アメリカ合衆国における階級形成と

排華主義の奇妙な関係を明らかにする。具体的な事例としては、騎士団員の鉱夫が直接的に

関与し、 1885年9月2日に起こったワイオミング准州、ロックスプリングスにおける中国人虐

殺事件を取り上げ、騎士団内部での階級・人種観の車L轄を検証する。

中国系移民研究の立場からも研究史を整理しておくと、排華移民法が制定された 1882年以

降は政治史的にも社会史的にも先行研究が極めて少ない。この時期は、カリフォルニアでは

景気凪復の動きを受けて、直接的な排華暴動が鎮静化していくのとは対照的に、その他の西

部各州で白人労働者による大規模な暴動が惹起されている。5) 騎士団が秘密結社であったがゆ

えに残された史料が少なく、排華暴動での騎士団員の直接の関与を実証することは難しいが、

ロックスプリングス暴動は例外的な事例である。パウダリーの人生には、この中国人問題が

終生ついて回った。 1893年に団長を辞めた彼は、その後連邦政府の移民政策の要職である移

民局局長に 1897年着任する。その局長時代の書簡では、 r1880年、そして再び 1892年に排華

移民法が議会を通過したとき、私は労働騎士団の団長の職」にあり、それ以来「中国人労働

者の流入阻止」に関心があったことが示されている。め差別的境界の相違を乗り越える労働者

の団結を願うパウダリーがなぜ中国人労働者だけを他者視したのか。この排華主義は、騎士

固執行部だけではなく、各地方支部にも根付いていたのだろうか。ギルディッド・エイジに形

成された労働者共通の「敵の顔」、「他者Jとしての中国人労働者像は、アメリカ労働者階級

の形成過程でいかなる役割を担ったのだろうか。

I 労働騎士団の労働文化再考

1 秘密結社としての労働騎士団ーギルディッド・エイジにおける儀礼の社会的機能一

労働騎士団は、 1869年フィラデルフィアの衣服裁断工の組合として、洋服仕立屋のユライ

ア・スティーヴンス(UriahStephens)により結成された労働結社である。それまでの狭障な職能

別組合とは違い、人種、民族、ジェンダ一、職種の境界を限りなく希釈し、包括的な労働者

集団の結集を可能ならしめる受け皿を創出した点で特筆すべき労働組合であるJ)
騎土団を制度論的枠組みの中で分析するのではなく、友愛儀礼を重視する秘密結社の組織
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形態を採用した点や、組合員の包括性に着目するならば、ギルディッド・エイジの労働文化に

依拠した社会集団として騎士団の別の顔が見えてくる。そもそも「アデルフォン・クルプトス

(AK)Jとして知られる長大な友愛儀礼集を騎士団に組み入れたのは、創始者のスティーブン

スである。彼は、当時の全国規模での職能別組合の衰退の一因を、組織の秘蹟性の欠如に求

めた。従来の職能別組合がストライキの失敗により、組合員の解雇を招いたことへの反省か

ら、組織の非公開の原則こそが直接的に組合員の生活を保護すると判断したのである。だが

従来、ホブズボウムが、労働結社の犠礼主義を「方向を誤った発明の才」と評したように、労

働史研究では長く否定的に評価されてきた。パウダリー自身も「私は長年にわたり、古いス

タイルの参入儀式に反対して」きたし、「各集会のほぼ大部分がメンバーの参入儀礼に、また

そこでのシンボルの用い方や賛美歌、儀礼の決まり文句を彼らに伝授することに費やされて

いる。しかも、それらは集会室を一歩出たとたんに、実際に労働者の利益になることは伺一

つないのであるJと記している。的パウダリーが、近代化路線への組織改革を図ることで、 1882

年 1月l日から騎士団は公開組織に変更された。だが、彼の自伝によれば、儀礼重視の伝統派

の執地な抵抗はその後も続いた。また、実際には秘密結社として存続する地方支部も多かっ

た。騎士団は、へイマーケット事件後に急速に衰退するが、この組合員の減少を阻止するた

め騎士団は再び 1895年に秘密結社に復帰しているJ)本稿では、このスティーヴンスが初期
に確立した友愛秘密結社のスタイルこそが、騎士団団結のダイナミクスを解明する健である

と考える。

19世紀後半期にこの労働者の秘密結社が、なぜ突如出現したのか。この間いは、秘密結社

に加入することがそもそも労働者にとっていかなる社会的効果を有したのか、といった聞い

とも重なっている。ギルディッド・エイジのアメリカ社会は、結社全盛の時代である。スティー

ヴンスは、フリーメーソン、オッド・フエロ一、ピシアス騎士団といった複数の秘密結社に同

時に加入していたし、パウダリーを含む騎士固執行部の多くが当時の友愛結社に所属し、結

社の文化に自ら身を置いていたJO} この犠礼熱は、 19世紀という時代と無関係の超歴史的ブー

ムでは決してない。ギルディッド・エイジの過渡的で不安定な社会状況を揺監として生成され

た組織体であることを確認しておかねばならない。中流階級の子弟は、教会がセクトに分裂

し女性化し、既成の価値観が揺らぐ時代状況のなかで、結社に自己アイデンティティを確立

する「場」を求めた。フリーメーソンが20世紀初頭、 600万人以上の会員を有していたこと

が示すように、「秘密」の存在を組織統合の核にする友愛結社は、最も強い社会的紳として当

時機能していた。11) このスタイルを労働組合に適用すること、それがスティーヴンスの真の

狙いであった。

秘密結社では、組織の活動内容、イニシエーション・儀礼、活動目的、教義、組織構成、メ

ンバ一等の情報は部外者に対して完全に秘匿されねばならない。第二に、結社への加入に際

しては加入儀礼を課し、外界と内部とを完全に遮断する障壁を構築する。越境を許され選ば

れた者のみが秘密のパスワード・合図を教えられ、「教義」や「真理」を伝授される。かくし

て会員は互助ネットワークを形成し、そこに擬似「兄弟J的共同体が誕生するのである。外

部からの視線に対しては幾重もの儀礼の障壁を巡らせ演出効果を高めることで、組織内は現
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実世界とは全く違うユートピア空間となり、統合の求心性が増強される。 19世紀後半のよう

に、労働者の社会的流動性、異質性が高い時代には、地縁・血縁結合は統合の核心と Lては脆

弱である。人種・民族の相違を加味して考慮すれば、かかる秘密結社のみが労働者の相互扶助

システムの受け皿として社会的に機能可能だったのであるJ2)

騎士団も秘密結社である以上、 ζれらの要件をすべて満たしている。騎士団の秘匿性が労

働者にもたらしたものは、雇用者側の攻撃からの保身という現実的な実利だけではない。む

しろ外的世界から隔離され、「秘密」に守られた心理的避難所を提供したことの方が重要であ

る。加入希望者がイニシエーションを受けにやってくると、「汝を秘匿、服従、相互扶助に結

びつける厳粛な誓約を喜んで受けますか」といった質問を受けた後で、誓約の儀礼へと進む。

書約の問、他の会員は円環の形で手を繋ぎ、心的一体感を高める。円環は、「永久の団結」を

象徴する。ここまでが儀式の第一段階で、次にマスター・ワークマンから騎士団の教義が告知

される。因みに、この教典である AKは、 1872年まで内覧のための印刷は許可されず、 1879年

まで数冊のブックレットが回覧されるのみであった。13)

騎士団の教義の柱となるのは、第一に騎士団員の自己アイデンティティの拠り所となる労

働の価値体系と騎士意識である。労働の価値については、それが「神聖で高潔なものJであ

ることが繰り返し語られた。この労働観ばまた、組織名にある「騎士」遺精神とも通底して

いる。「騎士」とは、すなわち騎士道精神の理念一勇敢、忠誠心、誠実、服従、フェア・プレ

イ、女性や社会的弱者への労りーを体現する人々である。こうして個人として誇りうる労働

者のプライドが植え付けられた上に、さらに組織としての「伝統jが創出された。ティスデー

ルは TheKnight's Book (1886)で、騎士団の騎士道精神の伝統はフランス王カぺーから脈々と断

絶することなく受け継がれていると説明しているJ4} 姿を見せ始めた近代工業化社会に懐疑

的な眼差しを向ける人々には、この中世主義は反近代主義と表裏をなし思想的支柱として強

い影響力を持った。またこれ以上に重要な教義の柱となったのは、 universalbrotherhoodの観念

である。これは個人主義を戒め、個を捨てた集団主義の潜在的可能性を高く評価する、騎士

団の組織理念の根幹をなすものである。他の友愛結社の多くは会員に等級を授けたが、騎士

団は原則的に「人閣の完全平等のルール」を徹底した。ここに騎士団特有の多種多様な構成

員からなる労働結社を生み出す動力源がある。スティーヴンスはこの点に関して、「理想の組

織」という演説において次のように主張している。

この友愛結社のやるべきこととは、同一の規律で、同ーの方法で働き、同ーの目的を達

成するために同一の形態をとる、そのように全労働者が万人兄弟のごとく集う堅く同質

的な融合体を編み上げることである。これは、父なる神と人々の兄弟愛からなる論理原

則の不蛮性を基礎に打ち立てられる。…それば、賃金奴隷の廃止を求め、富を盲目的に

崇拝しその結果生じている退化の傾向に明らかな反キリスト教的な文明の排除、そして

その社会的排斥を要求する。15)

このような万人兄弟のごとく結びあう擬似宗教的、擬似「兄弟J的盟約関係が、騎士団統

合のかたちである。騎士閏への参加資格としては、 1878年時点、で銀行家、法律家、医者、酒

販売員、 1884年時点でプロ賭博師と株式仲買人の排除規定があるが、それ以外はあらゆる「生
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産者」の参加が可能であった。個人は自らの努力と能力によって競争すべきだという当時の

社会通念を背景に、自営業者、小製造業者、農民を差別化することなく、労動者と同ーのカ

テゴリーに属するものとして遇した。附 これが、労資の利害の一致を説く生産者階級理論で

ある。ここで逆に共通の敵として設定されるのが、非生産者階級であり、その手先として「賃

金奴隷」であるとレッテルを張られた人々である。その排除の論拠は、賃金労働制度が共和

主義の理念に反し、資本家の貧欲な吻質主義が反キリスト教的であるとするもので、当時の

資本主義的文化体系そのものに抵抗する労働者の対抗文化がそこには浮かび上がる。

2 仲間意識の境界

では、この労働者共同体は、境界線の内側にどこまで異質な労働者層を取り込むことに成

功したのだろうか。ギルテ'ィッド・エイジの社会秩序が、近代特有の差異化の原理の上に成立

していたことは言うまでもない。合衆国市民と外国人、ワスプと非ワスプ、男と女など幾重

もの秩序境界を差別的に構築することで社会秩序の維持が図られていた。この秩序境界を上

から規定したのが連邦政府であるが、この南北戦争後の連邦政治の特殊性に注意を喚起して

おく必要がある。この時期、戦時動員体制を経験することで、史上初めて連邦政府に移民政

策や帰化条項などの国民国家創造のための政治権力が集中し、共和党急進派による人種・民族

の境界に囚われない普遍原則に基づく「国民」の創造が行われることになった。一連の憲法

修正により黒人を国民の境界線の内側に取り込み、またネイティヴイズムの対象となってい

た中国系移民をも国民化する試みがサムナ一議員らによりなされたことは、拙稿にで論じた

通りである。17) このような再建期の時代状況と、当時の労働組合の組織統合のルールに呼応

関係があることは明白である。例えば、同時期に誕生した全国労働組合(NationalLabor Union) 

の規約には、「人種や国籍によって(労働者を)分断すべきではない。…分断すべき境界線はた

だ一つ、…自ら働く階級と他人の労働で生きている階級である」と記されている。附

このような時代状況に加え、「秘密」儀礼に結ぼれた盟約関係には、この秩序の境界綿を無

化する効能があったのである。ある人種、民族、ジェンダー、職能のヘゲモニーや占有性に

依拠するのではなく、騎士団がこの擬似共同体への参加資格を共有するかを第一義とする資

格本位の社会集団であったからである。ここではとりあえず、後述する中国系労働者問題と

の関係から、民族と人種に絞って、その自他の境界の浸透性について整理しておこう。

19世紀末のアメリカ労働市場の特徴は、南・東欧系の新移民の賃金労働者が大量に流入した

ことである。 1880年から 1920年までにアメリカは 23∞万人以上の移民を受け入れたが、その

63%が北・西欧以外の出身であった。問英仏では外国生まれが総人口に占める割合(1890年)

がそれぞれ2.3%と2.8%であるのに対して、移民国家アメリカでは実に 14.7%が外国生まれで

ある。20) アメリカの労働運動にとってみれば、それだけ外国人移民労働者対策が緊急課題と

なっていたわけである。実際、ヨーロッパからの契約労働者の調達に関する南北戦争期の政

府権限を無効にするフォーラン法(1885年)を、騎士団は組織的に支援している。21) しかし、

これは騎 l団が新移民労働者全体を敵視し、量的規制を要求したためではない。あくまで、契

約労働者の「賃金奴隷」的性格を問題視し、質的規制を求めた結果である。むしろ、騎士団
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の基本方針は、労働市場の底辺を占める移民労働者向けに、 AKの多雷語翻訳作業を早くから

開始したことに端的に示されている。 1885年までにフランス語、 ドイツ語、スカンージナビア

語の翻訳を完成させ、他にもイタリア語、ポーランド語、ハンガリ一語への翻訳が試みられ

た。 AFL以後、労働組合は反新移民感情を露骨に表明したが、騎士固執行部及び地方支部は

新移民の組織化に務めた。確かにパウダリーが、 1883年当時ハンガリ一系鉱山労働者を「ア

メリカ市民には不適格だ」と排斥を唱えたこともあったが、一般組員は彼のプロパガンダを

受け入れず、 86年にはハンガリ一系の参加した支部が設立されている。実際、騎士団が設立

した支部は、新移民系の組織以外にも、フロリダのキューパ系煙草製造業者の組織、モント

リオールのフランス系カナダ人の組織など多民族性を特徴としていた。22)

では、人種の境界の透過性はどうであろうか。騎士団の黒人組織化に閲する限り、「秘密」

「友愛議礼」の効能は劇的な効果をあげたと評価できる。騎士団はフランクリン・ロッジ、ワ

シントン・ロッジ、プロテクティブ・ロッジなど名称を隠して南部社会で積極的に勧誘活動を

行った。23) 最近の研究によれば、少なくとも 95，∞0人以上の黒人労働者が加入を果たしてい
た。24) 黒人労働者の参加理由は、雇用者側の差別待遇が蔓延するなか、騎士団の universal

brotherhoodの理念が彼らにとって「救済」を意味したこと、しかも、友愛儀礼の慣習が南部黒

人コミュニティには深く根付いていたことが指摘できる。全員黒人の D.A.92(D.AはDistrict

Assemblyの略)が設立されたヴァージニア州リッチモンドでは、当時400以上の秘密結社が黒

人居住地域にネットワークを張りめぐらしていた。2のでは騎士団はなぜ危険を冒してまで黒

人参加に固執したのだろうか。直接的な背景としては、創始者のスティーヴンスの親が奴隷

制廃止論者であったことが指摘できるJのそれゆえ、彼が「あらゆる肌の色」の労働者を包
摂する組織に固執したのだと。だがこの間いほ実は騎士団のアイデンテイチイの核心部分と

連関していたのではないか。アメリカの労働運動のレトリックにおける特殊性は、資本主義

経詰の発展の不均等性や不完全性を奴隷制の一種として批判したことである。騎士団もまた、

従属的な賃金「奴隷」を他者視することで、自己像を確立していた。つまり、自由労働者と

なった黒人労働者を再び奴隷身分に後退させない方針は、騎士団の社会変革の理念、すなわ

ち労働者の隷属と困窮を生み出す資本主義的賃金制度そのものを拒否するラデイカルな改革

ヴィジョンと重なっていたのである。このスティーヴンスの黒人融和の信条は、パウダリー

にも継承されている。 1886年リッチモンド大会で、黒人組合代表フランク・フェレル(FrankJ. 

Ferrell)が肌の色を理由に白人代表とは違う別ホテルに宿泊させられた際、パウダリーは激昂

し次のように述べている。

私が有色の人間(フェレル)を選んだ唯一の目的は、 25年前に黒人を鎖に繋ぎ止めてい

たものよりさらにたちの悪い束縛、つまり精神的奴隷制度から黒人を救い出すのを奨励

し手助けするためである。……私は南部の白人種と黒人種の聞に存在する社会的関係に介

入する気はないが、その一方で南部黒人が教育を受けることを強く希望する。肌の色に

関係なく、南部の低廉労働力は中国人よりもアメリカ労働者にとってはより脅威なのだ

から。(括弧内は筆者)27) 

執行部のリーダーシップによって黒人人種隔離撤廃に向けての積極的な政治行動が取られ
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なかった点で騎士団を非難するのは容易い。だが、南部で黒人と白人の工場内での共同作業

が一部で実現されたことは、アメリカ労働組合史の画期をなす出来事であった。黒人労働者

の組織化の試みはその後も途絶えることはなく、少なくとも 1887年以降に26カ所の新黒人ロー

カルが誕生し、騎士団が実質崩壊した後も多くの!黒人ローカルが活動を続け、ニューヨーク

のカーペット工場の黒人ローカルは 19日年まで存続している。28)

E ロックスプリングス暴動と労働騎士団

1 パウダリ一団長の登場と騎士団の変質

こうして騎士団は「秘密」の存在を組織統合の核とすることで、民族・人種差別意識を封印

し異質な労働者の団結を可能にし、労勘者の水平的な階級連帯の可能性を示した。同時に、こ

れが組合活動の冬の時代である 70年代を通じて、騎士団が存続し得た要因でもあった。だが、

70年代後半から騎士団の統合のかたちは徐々に変質を余儀なくされた。一つには、再建期の

急進的な連邦政治が1877年に終わり、それが騎士回の組織運営に少なからぬ影響を及ぼした

ことは否定できない。そのうえ、 1879年にパウダリーが三代目の騎士団長に就任し、その二

年後の 1881年に秘密儀礼を放棄し、公開組織へと鞍替えしたのである。

パウダリーが「秘密Jを認知しなかったのは何故なのか。先述した通り、パウダリーは犠

礼に費やされる膨大な時間が無駄であると考え、労働者の政治社会的利益追求のために組織

の近代化を求めたのである。実際、八時間労働、児童労働の廃止、男女同一賃金を要求した

のに加え、累進所得税、銀行・通貨問題など政治改革にも着手した。2めだがより直接的には、

1875年にペンシルパニア州東部の炭鉱地帯で起きたモーリー・マガイア事件に原因を帰着させ

るととができる。この事件では、アイルランド系アメリカ人の秘密結社、古代アイルランド

人団(theAncient Order of Hibernians)に属する鉱夫とリーディング鉄道との激しい労使紛争の結

果、ピンカートン探偵社の探偵の証言が決め手となり、テロ破壊集団とみなされたマガイア

団が摘発され、 1877年には裁判で20名の幹部が死刑を宣告された。この事件が、その後鉄道

資本側の労働組合法しのために利用され、「労働者の秘密結社は犯罪組織」、騎士団を「モー

リー・マガイアズの復活」とする言説が全国的に流布する。30) またアイルランド系のパウダ

リーが、当時事件の起きた地域近郊のスクラントン市長をしたことも災いした。この事件直

後の 1878年に、騎士団総会で初めて秘密儀礼の在り方が議題にあがっている。31)

このパウダリーの組織改革が成功したか否かは、騎士一団組合員の総数から判断するならば

成功したと言わざるを得ない。改革前の 1881年には 19，422人であったものが、改革後の82年

には42，517人、 85年には 111，395人に倍増する。この背景には、騎士団がユニオン・パシフィ

ック鉄道に対して断行したストライキがコロラド州デンバーの鉱山地区で勝利を収めたこと

が影響している。また 1885年には、南西部の鉄道を支配していた当時の資本国11を象徴する存

在であった投資銀行家ジェイ・グールドの組合損しに抵抗し、鉄道機能の麻痴を回避するため

相手側が和睦を求めるまで徹底闘争したことが、労働者に頑強で攻撃的な騎士同のイメージ

を植え付け、 1886年には組合員数が729，677人に激増したのである。32)

だが、本当に騎士団はパウダリ一路線で成熟期を迎えたと言えるのだろうか。むしろ、本
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論で重視してきた「秘密結社Jという統合のかたちを放棄したことで、騎士団は全労働者の

「団結」という階扱連帯の受け皿を自ら破壊したと見ることはできないだろうか。外部からの

視線に対して価値を演出してきた「秘密Jのベールを自ら脱ぐことで、共同体内部でそれま

で不可視であった垂直方向の境界線が浮上し、騎士団は労働者内部に他者を担造し、組織分

断へと動き始めたのではないだろうか。

2 排華ネイティヴイズムの系譜

パウダリ一路線の確立する 1880年代までに、アメリカの労働組合すべてで、中国人労働者

を資本側の手先、あるいは、従順な「賃金奴隷」と見なす眼差しが確立されていたといって

よい。全国労働組合の 1869年の綱領には、「奴隷種(seIVilerace)導入断固反対」の声明が盛り

込まれているが、この「奴隷種Jとは、無煙炭鉱山地区に導入を予定されていた中国人労働

者であった。幼中国人を黒人奴隷と同列視する思考様式は、「苦力jの呼称とともに西部地域

では50年代から見られたが、さらにカリフォルニア勤労者党(Workingmen'sParty ofCalifomia以

後WPCと略記)の排華運動が大成功を収め、排華ネイティヴイズムを核とする労働政治運動

のモデルを提供したことで、全国労組の組織固めの躍の役割を果たす資源として[排華Jは
注目を集める。34)

しかも、中国人労働者の進出した二大職種、つまり靴製造業と煙草製造業はともに、聖ク

リスピン騎士団 (Knightsof St.Crispin)と葉巻王国際組合(CigarMaker's Intemational Union.以後

CMIU)という早期に全国化をはたした当時最も強力な労組を有していた。中国人労働者は、 1870

年時点で靴部門で 19%、煙草部門で実に 91%を占めていた。35) CMIUの指導者であるゴンパー

ズは、 1886年に全国的職能別組合の連合体である AFLを結成する。 AFLも、初期の段階では

黒人労働者を包摂する組織を目指した。 1890年代末まで、 AFLは綱領で黒人の加入を許可し

ない団体に組合の支部設立許可証を与えなかったのだ。だが、中国人だけは例外だった。ゴ

ンパーズは、「中国人問題は煙草産業の労働者に早期に全国労組の結成を促し、また賃金労働

者全員に排華の支持を促しJたと指摘し、その後のアメリカ労働運動を担うアイルランド系

の組合指導者が多数そこには含まれていたと語っている。附ニューイングランドに中国人脅

威論を植え付ける上で重要な侵害IJを果たすマサチューセッツ州ノースアダムズのスト破りの

事例 (1869年5月)も、靴製造工場が舞台である。37)

しかも、このような排華運動の結果、 1882年にはアメリカ史上初の特定の国籍の移民を排

除の対象とした中国人移民排斥法が成立する。この連邦政府による人種差別的立法措置が、ア

メリカの労働民衆に中国人排斥への事実上の免罪符を与える結果になったことに疑義を挟む

余地はない。また、この白人労働者階層の圧力により連邦政府が移民制限法成立!と動いたこ

とが、労働組合と国家との奇妙な癒着関係を生む契機となった点が重要であろう。英仏型の

労働運動では国家への対抗関係が基軸になって、独立した労働政党が出現する。アメリカの

場合それとは逆に、移民受け入れの寛厳を決定する連邦政府の法律制定・改正に、労働組合が

既成の政治チャンネルを通じて政治介入する一方、他方で連邦政府側も、恒常的に労働問題

に政治介入するアメリカ独自のスタイルが「排華Jを通じて確立されるのであるom
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3 ロックスプリングス暴動の経緯

西部地域では、 WPCや民主党系の政治家と連携した反苦力クラブを中心に労働者の結束が

図られたため、騎士団の本描的な進出は立ち遅れた。排撃の中心地のサンフランシスコでも、

1882年にわずか8ローカルの存在が確認できるのみである。3め だが鉱山フロンティアでは、

80年代に入ってユニオン・パシフィック鉄道との賃金闘争での勝手1]を契機に騎士団支部が次々

に設立された。ロックスプリングス支部は郵便局長スミスの証言によれば、 1883年に設立さ

れている。40) この騎士団のスト戦術の成功に対抗する目的で、鉄道資本側が鉱山地帯に中国

人労働者の導入を本格化するのもこの時期である。ロッキ一山脈沿いのコロラド州、ワイオ

ミング州在住の中国人人口の総計は、 1870年に 150人であったものが、 1880年には 1，526人に

急増している。ネヴァダ、コロラド、ワイオミング、ユ夕、アイダホ、モンタナの六州の総

計では、 1880年に 12，587名に上っている。41)

UP鉄道のスポークスマンによれば、ロックスプリングスでは 1875年に白人鉱夫が賃上げ要

求ストライキを決行するまで、白人労働者のみが雇用されていた。だがこのストライキを契

機に、会社は 150人の中国人労働者を導入し、ストに参加した白人労働者50人を解雇する厳

しい措置を執った。42) ペンシルパニアで周年起きたモリー・マガイア事件の影響を受けて、鉄道

資本側の労働管理が強化された結果であった。パウダリーも、 1877年の鉄道大ストライキ以

降、鉄道資本側の採用条件に「チープであること」に加えて、組合活動の経験がない「従順」

な労働者という項目が追加されたと指摘している。43) 事実、暴動勃発時までに、 UP鉄道に雇

用されていた中国人は 331人に増加していたのに対し、白人鉱夫は 150人に激減していた。44)

この白人鉱夫の内訳は連邦議会に提出された報告書の証言内容から、「イギリス人、ウエール

ズ入、スコットランド人、アイルランド人、スカンジナビア人、コーンウオール人」の多様

な民族構成であったこと、また「暴徒には一人のアメリカ生まれの人間もいなかった。多く

のものはアメリカ在住一年以内のものであり、ごく少数の者だけが帰化市民であったJこと

がわかる。45) このように資本側の意図的な少数の民族別集団への分断化が労働者の団結閉止

を目的とするものだったことは明白だが、騎士団がこの異質な構成員からなる炭坑労働者に

団結の「場」を提供していたのである。「従順な」中国人労闇者を大量導入する鉄道会社側の

雇用戦略に、騎士団組合員の怒りが爆発する形で9月2日早朝、事件は第六坑口から始まる。

石切場と採炭場は、中国人2名、白人2名がそれぞれ担当することになっていた。昨日火薬

を仕掛けた坑口に白人鉱夫がいくと、すでに 2人の中国人鉱夫が爆破を終え採炭作業を開始し

ていた。出来高制の鉱夫にとって、鉱脈に当たる確率の高い坑の横取りは許されざる行為で

あった。 30分後白人鉱夫は持ち場を離れ、「白人集合!jと叫びながら労働騎土団のホールの

ある目抜き通りを行進し始めた。討議集会を6時に開催するという情報が各坑口に伝えられた

が、午後2時頃には白人鉱夫の半数がウインチェスター・ライフルを携えてチャイナタウンを

急襲する。白人鉱夫が無差別に発砲するなか、中国人は「レイヨウの群の如く逃げ惑い、無

抵抗Jであったという。虐殺された中国人は 28名、負傷者15名、数百人が街を追われ、チャ

イナタウンの焼き討ちは夕方まで続いた。46)
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4 事件の余波ーコミュニティ・ポリティクスから政府間交渉へー

暴動後、線路沿いに逃げ出した中国人鉱夫の生存者を UP鉄道が近隣のエヴァントンへと一

時避難させた。しかし、当地でも排華気運が高まり、 9月4日ウォーレン知事はクリーブラン

ド大統領に、 17∞名あまりの避難民」が退去を迫られているが、「ワイオミングには軍隊がな

く保安官に力はない」、「それゆえ治安が回復し、暴徒が逮捕されるまでの閥、合衆国軍隊の

出動を要請するJ旨の電報を打った。その結果、ユタ准州、|から軍隊が到着し、 9月9日に中国

人は彼らにエスコートされてロックスプリングスへ戻った。47)

この動きに対し、ロックスプリング地域の住人は猛反発し、秩序回復のための歪んだコミ

ュニティ・ポリティクスを展開する。『ロックスプリングス・インディペンデント』紙は、「中

国人を復帰させた会社側の行動は、最終的に白人を排除して中国人労働者を代用するための

ものであり、…チャイナタウンが作られれば、ロックスプリングスは死ぬことになる」と UP

鉄道を非難した。48) このような排華感情が高まりを見せる中、虐殺事件はスウィートウォー

ター郡大陪審で結審する。拘留中の 16名の白人暴徒はここで一転不起訴処分となり、襲撃者

の名前すら一切公表されずに決着を見る。報告書では、「暴動中のいかなる犯罪行為も、白人

の名前を特定できずJ証拠不足であること、暴動の原因については UP鉄道側に責任があると

断じている。納

だが、事件の詳細が明らかになるにつれ、清朝政府の駐米領事官やワイオミング准州知事、

国務省やクリーブランド大統領を巻き込む外交問題へと発展する。駐米公使鄭藻如は虐殺事

件の知らせを受けると、国務省へ激しく抗議し、ニューヨーク領事の黄錫詮、サンフランシ

スコ領事のビーを含む米中合同調査団を結成し、 9月18日から本格調査を開始した。 1880年

10月13日にコロラド介|デンバーで惹起された暴動時の外交交渉の経緯を参考に問、鄭公使は

粘り強い外交を行い、 11月308付けで調査結果と被害報告書を添付して、正式に国務長官ベ

イヤードに長文書簡を送付した。そこでまず、「白昼に」起きた虐殺事件であるにもかかわら

ず犯人を特定できないのは、ワイオミングの法手続が「茶番」であるからだとし、ワイオミ

ング准州当局の失策を指摘した。その上で、デンバー暴動の発生したコロラドは州であった

ため連邦政府は介|法に介入できないとの論理が立ったが、ワイオミングは未だ准州(1889年 11

月11日州昇格)であり、連邦政府が政治介入することが可能であると主張した。第二に、エ

ンジェル条約中の中国人労働者の保護義務の規定と、中国に居住するアメリカ人問題をバー

ゲニングのため持ち出した。この時期、アメリカ人宣教師に対する暴動が四川の重慶や、鹿

西の桂平・鎮速で頻発しており、チャールズ・デンビー駐清公使は交渉如何では、中国人側の

報復措置が取られることを危慎し、外交委員会委員長のベルモン卜に賠償法案成立の必要を

説〈特電を 1886年3月58に発している。こうして 1886年3月2日にクリープラント大統領

が特別教書で述べた、 15万ドルの賠償金支払い要求を議会が受け入れ、 1887年2月24日に総

額 147，748.74ドルが新駐米公使張蔭桓に支払われ、暴動は政治決着する。51)

5 労働騎士囲内部の車L蝶

ロックスプリングス暴動は一見偶発的なものに見えるが、この背後に騎士団支部の組織的
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関与が介在するのは証言より明らかである。暴動の 1ヶ月前の8月時点で既に、排華ビラが騎

士団員により町中に配布されていたこと、暴動時に騎士団の建物のベルが鳴り続き、第六坑

口の白人鉱夫が騎士団員であったこと、団員がすぐに暴力を支持したことが判っている。し

かも、暴動の二週間後の9月19日には、騎士団のデンバー支部長トマス・ニーシャムがUP鉄

道に対し、「会社の雇用するすべての鉱山から中国人を排除する」ことを求める公開書簡を送

付・しているのである052)

このロックスプリング支部は83年に創設された新しい組合で、組合員が多民族、外国人が

圧倒的であったという証言からも、パウダリ一団長時代の急成長期の新規参入組からなる組

織と考えられる。労働者の団結を可能にした「秘密儀礼」がすでに形骸化し、地方支部は全

固執行部に縛られることなく、むしろコミュニティ・ベースの団結を強め、自律的な組織運営

を実施していたことが窺える。証言の中には、「白人が幾度となく我々(中国人)に接近し、中

国人と白人双方の賃上げを会社に要求するストへの参加を要求した」とあり、騎士団鉱夫が

少なくとも一時期、中国人との連帯を模索したことが確認できる。53) この中国人労働者が共

闘を拒否した点で、中国人側の労働組合活動に関する認識不足を指摘できょう。ただ、中国

人労働者がスト共闘路線から離脱したことで、騎士同組合員は「われわれ意識」に「白人性J

whitenessという要件を統合の核心として持ち込んだ点、が重要である。複数の証言に、ロックス

プリングス支部の呼称として「ホワイト・メンズ・タウン」が頻出することから、階級意識の

人種化が地方支部レベルでは着実に進行していたことが判明する。54)

では、この暴動事件に対して、全国執行部はどう対応したのだろうか。パウダリーは、「こ

のような残虐行為が許されざることなのは確かである」が、「中国人に流す涙はない」と発言

している。明白年 10月のハミルトン絡会でも、「中国人の害悪」という演説をし、今回の暴

動は「民衆の(排華法強化の)要求に対して法律立案者が無関心であった」ことに原因がある

とした。巾国人に閲して、「彼らはアメリカの自由労働を退化させることを求める人々の手先

にすぎなかったJ1手先を破壊しただけで、それを撮る手や頭はまだ健在である」とし、「奴

隷労働は死滅せねばならぬ、そして自由労働はその死刑執行人にならねばならぬ」と結論づ

けている。 1870年代から全国労働組合、 WPC、CMIUなど労働組合が作り上げてきた労働者

共通の「敵の顔Jとしての苦力像、「賃金奴隷J=中国人労働者の図式をパウダリ一団長は蹟

踏せず受容した。さらに「西部の匝員を彊立させてはならない。…-一この(排撃)運動では全

組合員が一枚岩で行動せねばならぬ」と排華運動への参加を呼びかけている。労働者内部に

中国人という「内なる他者」を担造することで、統合を企図するパウダリーの巧妙な組織戦

略が見て取れる。56)

この団長の排華支持表明はもちろん他の地方支部にも影響を与えた。 86年 10月に聞かれた

リッチモンド総会では、カリフォルニアの D.A.162が、やはり自由労働イデオロギーに人種主

義を加味して論拠とし、「無知で、技賢い」苦力奴隷を「根こそぎ排除するJ必要を説いてい

る。57) だが、このような排華主義をすべての地方支部が受け入れていたわけではない。排華

運動の中心地サンフランシスコの執行部会議ですら、 160臼以内に太平洋岸、特にサンフラン

シスコ地域から中国人を完全排除する」旨の勧告を決議したとき、賛成60票に対し反対が47
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業も投じられている。58)

また、ニューヨークの D.A.49は、パウダリーの中国人排除路線に全面対決を挑み、インデ

ィアナポリス総会で、 f中国人の組織化に向け特別の努力をするjとの決議を行っている。こ

れに対して、パウダリーはここ三回の総会で「アメリカでの中国人の居住は好ましくなく、価

値もないJとの決議を採択しており、騎士団加入は認められないとの判断を下し、結局この

委員会報告は賛成95票、反対42票で認められた。5めだが同支部の社会主義グループのリー

ダ一、ティモシー・クインは、ニューヨーク市で二つの中国人クソレープを組織した。地方支部

としての認可手続きに入るが、執行部の反対で正式認可は拒否されるものの、中国人労働者

支援グループが執掛に執行部に食い下がり活動した。イタリア人ローカル代表のトマス・マガ

イア(ThomasMaguire)、ニューヨークの社会主義活動家のヴ、ィクター・ドゥルーリー(VictorDrury)、

また黒人社会主義活動家のフランク・フェレルがそこには含まれていた。マガイアは報告書の

なかで、「本組織(騎士匝)が最初に打ち立てた基本原則は、信条・肌の色・国籍のすべての境

界線を完全に除去するJことであったとし、中国人問題の「唯一の解決法は、中国人を組織

化するj方法であると主張した。具体的に、カリフォルニアのホップ摘み労働者の賃上げス

トライキに中国人労働者が参加し、成功を収めた事例を紹介し、仲間として組織化すること

の重要性を説いた。同様にフィラデルフィアでも、二つの中国人ローカル設立の申請がなさ

れ、執行部に拒絶されたものの、他のローカルに組み込まれる形で中国人の参加が認知され

たケースもあった。(0) これら親撃的行動をとった地方支部の特徴として、初代スティーヴン

ス団長の理念に忠実で、儀礼重視派であった点を指摘できる。 D.A.49に属するドゥルーリー

の尽力で生まれたホーム・クラブは、この時期に儀礼を利用し急成長した思想的にも最も急進

的な組織で、 1884年総会で、はパウダリーがAK儀礼に無知であることを貰め、パウダリー失脚

を担う陰謀を企てたほどであった。(1)

結論

この論文は、 19世紀のアメリカ社会において「排華」の果たした歴史的意義を問う一連の

研究の延長線上にある。 1882年の排華移民法により、「帰化不能外国人」として「国民」の境

界線の外側にアウトサイダーとして位置づけられた中国人労働者は、 80年代の全国労組の勃

興期にいかなる役割を果たしたのか。本稿では、アメリカ社会が急速に近代的産業社会へと

移行するこの過渡的な時期に、労働民衆を魅了した騎士団の人的結合関係にまず着目した。騎

士団において、「人種や国籍、職能」などの差異に囚われない包括的な労働者の団結を可能な

らしめたのは、平等原則と反近代主義の理念に裏打ちされた友愛儀礼に基づく「秘密結社」の

スタイルであり、それが求心力創出の社会的装置として機能していたことが判明した。「秘密」

のベールで素顔を隠すことで人種や民族、職能等の境界を無化し、資本主義的賃金制度の存

在しないユートピア的社会秩序の実現を夢みる権利を労働者に与えた。そこには、平等主義

を標模する社会主義者、無政府主義者、黒人労働者、不熟練労働者、女性労働者も参加でき

た。62) この労働者間の差異を無化する統合のかたちが維持されたならば、 80年代のこの労働

者の経験は、少なくとも、労働者内部の人種・民族差別主義を抑止する効力を発揮するはずで
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あった。

しかし、カリフォルニアでの排華主義的労働運動の成功と 1882年排撃法の制定は、騎士団

の組織運営を変貌させた。排華主義者のパウダリーの二代目団長への就任や 1885年のロック

スプリングス暴動を契機に、中国人労働者排除の論理は労働者団結の統合理念のもとで脱構

築されることなく、むしろ組合の政治運動の中核に据えられる。しかも騎士団地方支部は、「白

人性」を論拠に新たな組織統合を図り、他者の創出に人種理論を持ち込んでいた。ゴンパー

ズは 1873年にニューヨークで騎士団へ参入した経験を持つが、彼は騎士団を晩年「団結のた

めの基盤のない寄せ集め」集団と評している。63) 秘密結社の文化に依拠した統合形態を放棄

した騎士団は、すでに存立基盤となる階級連帯の理念を喪失していたのである。

労働騎士団の崩壊は、アメリカ労働運動の組織形態やイデオロギーに少なからぬ影響を与

えた。急進改革や階級に基づく組織を擁護する活動家の立場を弱め、 AFLに代表される熟練

工の固い殻に閉じこもった自己防衛的性格の強い、プラグマティックな組合活動の優位性を

確立させる役割を果たした。排撃主義がプロトタイプを提供した人種差別的な労働文化は再

生産されAFLへと受け継がれ、世紀転換期の反新移民政策として結実する。また、労働組合

と連邦政府の奇妙な連携スタイルも、騎士団時代の落とし子である。バーリンゲイム条約の

撒隣を図る労働組合のロビー活動より始まり、排華法の制定・改正期には労働騎士団のパウダ

リー、 AFLのゴンパーズへと受け継がれ、最終的にはパウダリーが共和党マッキンリ一政権

下で移民局局長に就任することで、スタイルは完成する。「アメリカは世界の抑圧されし者の

避難所である」という言葉を古臭いと言い切る騎士回出身の局長が、世紀転換期の移民行政

に果たした役割については、また稿を改めて論じることにしたい。64) いずれにせよ、 1880年

時点でわずか 10万人余りの中国人労働者を巡る問題が、騎土団の統合理念を換骨奪胎し、白

人労働者聞の人種・民族差別主義の確立に道を聞く突破口の役割を果たす結果となったことに

疑義を挟む余地はないのである。
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